
Y
W
C
A
が
あ
り
ま
す
。
当
初
建
物

の
ダ
メ
ー
ジ
が
心
配
さ
れ
て
い
た
仙
台

Y
W
C
A
は
、
幸
い
に
も
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
は
な
く
、
現
在
2
階
の
事
務
所

の
一
つ
の
デ
ス
ク
を
仙
台
キ
リ
ス
ト
教

連
合
被
災
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
東
北

ヘ
ル
プ
」
の
事
務
局
（
日
本
Y
W
C
A

か
ら
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
中
）

に
、
3
階
を
日
本
国
際
飢
餓
対
策
機

構
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宿
泊
所
と
し
て

提
供
し
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め

の
夕
食
づ
く
り
を
定
期
的
に
行
う
な
ど
、

間
接
的
な
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
福
島
Y
W
C
A
で
は
、
目
に
見
え

な
い
放
射
能
汚
染
に
不
安
を
抱
く
小
さ

な
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
の
リ

ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
、
講
演
会
を
企
画

し
、
安
全
で
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る

た
め
の
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

＊

　

第
一
期
4
月
末
ま

で
に
、
皆
さ
ま
か
ら

送
金
い
た
だ
き
ま
し

た
被
災
者
支
援
募
金

は
、
調
査
目
的
と
初

期
の
緊
急
物
資
支
援

を
目
的
に
い
た
だ
い

た
助
成
金
を
含
め
て

年
間
目
標
額
2
千
万

円
の
60
％
に
達
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は

　

東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
女
性
お

よ
び
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ

日
本
Y
W
C
A
は
、「
女
性
や
子
ど
も

た
ち
の
安
全
で
安
心
の
た
め
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
国
内
外
に
向
け
て
中
長
期
支

援
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
呼
び
か
け
直

後
よ
り
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
紙
面
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
募
金

を
用
い
て
展
開
し
て
い
る
被
災
者
支
援

活
動
の
動
き
に
つ
い
て
、
第
1
回
目
の

報
告
号
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊

　

日
本
Y
W
C
A
で
は
、
16
年
前
の
阪

神
淡
路
大
震
災
の
際
の
支
援
活
動
経
験

者
を
中
心
に
し
て
、
被
災
者
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大
切
な
人
を

失
っ
た
方
々
の
悲
し
み
と
痛
み
に
寄
り

添
い
、
今
な
お
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
多
く
の
方
た
ち
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
傾
け
て
支
援
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
を
心
が
け
な
が
ら
、

3
月
末
か
ら
約
1
カ
月
間
か
け
て
被
災

地
で
の
聴
き
取
り
調
査
と
支
援
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
震
直
後
に
行
っ
た

物
資
支
援
と
他
言
語
で
の
情
報
配
信

は
、
複
数
の
団
体
が
良
き
活
動
を
展
開

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
4
月
で
終
了
し

て
、
現
在
①
避
難
者
受
け
入
れ
の
た
め

の
住
居
支
援
、
②
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
、

③
福
島
県
新
地
町
で
の
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
活
動
支
援
、
大
き

く
分
け
て
三
つ
の
支
援
に
軸
を
お
い
て

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

Y
W
C
A
が
得
意
と
す
る
活
動
分
野
で

あ
り
、
Y
W
C
A
が
持
つ
女
性
や
国
際

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
展
開
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
に

よ
っ
て
被
災
地
で
新
し
い
出
会
い
も
あ

り
、
女
性
た
ち
の
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

東
北
の
被
災
地
に
は
二
つ
の
地
域

主
に
初
期
の
支
援
活
動
の
物
資
支
援
、

被
災
地
で
の
聴
き
取
り
調
査
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
心
の
ケ
ア
の
準
備

費
用
に
用
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

被
災
者
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の

た
め
に
、
顔
と
顔
が
見
え
る
関
係
づ
く

り
や
支
援
団
体
同
士
の
連
携
は
、
今
後

も
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
各
活
動
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
活

動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
の
も
と
に
、
地
域
に

あ
る
Y
W
C
A
が
活
動
の
強
み
を
活
か

し
て
具
体
的
な
支
援
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。「
女
性
と
子
ど
も
の
安

全
と
安
心
の
た
め
」
の
中
長
期
支
援
に
、

引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西
原
美
香
子
（
日
本
Y
W
C
A
総
幹
事
）

被災者支援活動報告号 

女性と子どもの
安全と安心のために

日本YWCAの使命（ミッション）
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する
世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む

第30総会期主題
平和を実現する人々は幸いである－マタイによる福音書5章9節

日本YWCAビジョン2015
（1）非核・非暴力による平和を構築する　
　  ・平和憲法をまもり、世界に広める
　  ・市民レベルで東北アジアの信頼関係を築く
　  ・女性と子どもの権利をまもる
　  ・パレスチナYWCAの活動を支援する
（2）若い女性のリーダーシップを養成する
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物
資
支
援

　

日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
は
、
地
域
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
の
協
力
を
得
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
女
性
と
乳
児

の
必
需
品
を
中
心
に
物
資
の
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
は
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

東
北
教
区
被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通

し
て
、
被
災
さ
れ
た
女
性
と
子
ど
も
た

ち
へ
、子
ど
も
用
紙
お
む
つ・粉
ミ
ル
ク・

哺
乳
瓶
・
哺
乳
瓶
の
乳
首
・
哺
乳
瓶
の

消
毒
液
・
離
乳
食
・
お
し
り
拭
き
シ
ー

ト
・
生
理
用
品
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た

岩
手
県
釜
石
市
災
害
救
援
本
部
と
宮
城

県
名
取
市
災
害
救
援
本
部
を
通
し
て
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
、カ
レ
ー
ル
ー
と
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
送
り
し
ま
し
た
。
企
業
か

ら
の
協
力
と
し
て
は
、
江
崎
グ
リ
コ
株

式
会
社
様
よ
り
、
カ
レ
ー
の
ル
ー
と
お

菓
子
を
支
援
物
資
と
し
て
提
供
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

4
月
に
は
韓
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
か
ら
飲
料

水（
海
洋
深
層
水
）ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
１・

２
リ
ッ
ト
ル
）
2
万
1
6
0
0
本
と
乾

麺
4
万
3
2
0
0
食
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

飲
料
水
は
、
キ
リ
ス
ト
教
保
育
連
盟
加

盟
の
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
茨
城
・
栃
木
・

千
葉
各
県
の
保
育
園
・
幼
稚
園
、
60

園
の
子
ど
も
た
ち
に
送
り
ま
し
た
。
乾

麺
は
、
日
本
聖
公
会
東
京
教
区
支
援

対
策
本
部
お
よ
び
N
P
O
法
人
日
本
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
R
Q
市
民
災

害
救
援
セ
ン
タ
ー
東
北
本
部
を
通
し
て
、

福
島
県
新
地
町
を
は
じ
め
と
し
た
被
災

地
の
方
々
へ
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
支
援
物
資
は
現
地
の
需
要

を
満
た
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

は
中
長
期
支
援
に
軸
足
を
移
し
ま
し
た

が
、
今
後
も
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
か
ら

の
要
請
、
ま
た
企
業
等
の
協
力
が
あ
れ

ば
、
随
時
送
付
体
制
を
と
る
予
定
で
す
。

世界に連なる私たち―世界からの支援と応援
YWCAは世界125カ国に拠点を持ち、地元市民が主体になって、
その国やコミュニティにおけるさまざまな課題の解決のために
日々取り組んでいます。また、国境を越えた強いネットワーク
により、自然災害からの復興や、人災の被害者支援を相互に行っ
ています。　

地震発生直後から、世界各地のYWCAや個人から、安否を気遣
うメッセージ、励まし、祈り、具体的な支援やボランティア参
加希望など、大変勇気づけられるメッセージが届きました。

■メッセージを届けてくださった世界のYWCA� （順不動）
韓国、中国、成都（中国）、香港、台湾、マレーシア、フィリピン、オー
ストラリア、オークランド（アオテオァロア／ニュージーラン
ド）、パキスタン、インド、ミャンマー、タイ、スリランカ、レ
バノン、ヨルダン、パレスチナ、ウクライナ、　デンマーク、フ
ランス、イギリス、フィンランド、オンタリオ（カナダ）、イエロー
ナイフ（カナダ）、バージニア（米国）、ロックフォード（米国）、
ペルー、ソロモン諸島、フィジー、ハイチ、ジャマイカ、ジン
バブエ、ほか。

たくさんのメッセージの中から、旧ソビエト連邦時代に事故を
起こしたチェルノブイリ原子力発電所を抱える、ウクライナ
YWCAのメッセージを紹介します。

「ウクライナYWCA  2011年3月25日
日本の人々との連帯のメッセージ

日本YWCAの姉妹の皆様、すべての日本の人々・家族、そして被災された
すべての皆様へ

日本のこの惨事を受けて、心から深く哀悼の意を表します。
日本のYWCAの姉妹の皆様のために祈り、私たちの思いが、日本の人々、
被災家族、負傷した人々、そしてすべての人々と共に、この大変困難な時
にあるようにと祈ります。
人々への慈愛を信条につながるグローバルコミュニティーの一員として、
私たちは皆様と悲しみを共有し、この困難を乗り越えるという皆様の希望

に私たちの希望を重ねます。
また、さらなる原子力発電所事故がアジア太平洋地域を脅かす前に、新潟
と静岡の二つの原子力発電所の即時運転中止にも声をあげます。1986年に
チェルノブイリ原子力発電所事故を経験した国として、私たちには原子力
発電所事故とこの先が如何に危険なものかよくわかるのです。

「世界からのメッセージが私たちを力づける」と日本YWCAからのメッセー
ジにありました。皆様の信仰と希望、勇気と忍耐、人々への大きな愛が、
世界に明るい未来があることを私たちに確信させてくださいます。

愛をこめて
ウクライナYWCA」

■支援物資とキャンペーン
日本YWCAは国内の状況についての発信・募金呼びかけと共に、
原発事故の問題は世界環境にも大きな影響を及ぼす問題として、
新潟県の柏崎・刈羽原発、静岡県の浜岡原発の運転の即時中止
についても呼びかけました。お隣、韓国のYWCAからは物資支
援の申し出を受け、飲料水の支援を要請しました。

■世界とのこれから
今年7月、スイス　チューリッヒで、4年に1度の世界YWCA総
会が開催されます。そこでは、世界共通の重要課題が話し合わ
れます。日本YWCAはこの大きな自然災害と人災を受けて、世
界125カ国からの参加者たちと経験を共有し、核のない持続可能な
世界の実現のために、世界の仲間たちと一層協力していきます。

韓国から
希望の木のメッセージ

「TVを見ながら胸がすごく痛かっ
たです。日本の方がんばってくださ
い！　ファイティング！」「大きな
試練の中でも、落ち着きと他人へ
の思いやり、本当に感心しました。
がんばってください」。韓国ＹＷＣ
Ａが、ソウルの繁華街・ミョンド
ンにおいて、被災者支援の募金
キャンペーンを実施した際、街ゆ
く人々に書いてもらった日本への
メッセージ（Ａ４サイズ　17ペー
ジ分）が日本YWCAに届きまし
た。写真はその一部です。

保育園・幼稚園からは「深層水ですから軟水で、赤ちゃんのミルクにも使えるので大変助かります」「赤ちゃ
んのお水に困っていましたが、安心して使えます」等のお声が寄せられました。
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避
難
者
受
け
入
れ
の
た
め
の
住
居
支
援

　
「
仙
台
か
ら
一
時
避
難
し
て
き
た
留
学
生
ご
家
族
が
、
そ
の
途
上

の
神
戸
で
動
け
な
く
な
り
困
っ
て
い
る
」。
熊
本
Y
W
C
A
か
ら
の

連
絡
を
受
け
た
神
戸
Y
W
C
A
は
、
早
速
に
、
被
災
者
受
け
入
れ

の
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
市
内
の
ご
家
庭
に
、
こ
の
方

た
ち
を
お
繁
ぎ
し
ま
し
た
。
約
５
週
間
後
、
こ
の
ご
家
族
は
無
事

に
仙
台
へ
と
戻
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
迅
速
に
対
応
で
き
た
の
は
、
地
震
直
後
、
日
本

Y
W
C
A
か
ら
地
域
Y
W
C
A
へ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
「
被
災

者
受
け
入
れ
場
所
調
査
」
に
多
く
の
方
が
応
答
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
３
月
末
時
点
で
8
地
域
36
件
の
お
申
し
出
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
受
け
入
れ
に
際
し
て
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

（
基
本
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
た
め
の
一
時
避
難
支
援
、
2
0
1
2

年
3
月
末
ま
で
は
家
賃
無
料
、
光
熱
費
や
被
災
地
か
ら
の
移
動
交

通
費
は
日
本
Y
W
C
A
が
負
担
な
ど
）
を
整
え
、
ま
た
被
災
地
域

お
よ
び
近
隣
県
で
の
さ
ら
な
る
受
け
入
れ
の
可
能
性
も
探
り
つ
つ
、

最
新
リ
ス
ト
を
作
成
中
で
す
。
そ
し
て
次
の
大
き
な
課
題
は
、
い

か
に
被
災
者
の
方
々
と
こ
れ
ら
リ
ス
ト
を
繁
げ
て
い
く
か
で
す
。

　

当
初
の
対
象
者
「
乳
幼
児
を
抱
え
た
方
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

外
国
の
方
々
」
に
加
え
て
、
支
援
者
へ
の
支
援
等
、
受
け
入
れ
の

幅
は
広
が
り
、
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
宮
城
・
岩
手
・
福
島
で

は
避
難
す
る
方
々
の
要
望
も
異
な
る
で
し
ょ
う
。
刻
々
と
変
化
す

る
被
災
者
の
方
々
の
必
要
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
は

出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
初
め
に
仙
台
を
訪
問
し
、
支
援
活
動
を
行
う
方
か
ら
避
難

者
受
け
入
れ
の
カ
ギ
は
、
地
域
社
会
と
つ
な
が
れ
る
仕
組
み
（
職
・

同
郷
者
と
の
交
わ
り
・
こ
ま
ご
ま
と
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
団
体

等
）
と
助
言
を
受
け
ま
し
た
。
信
頼
を
基
盤
と
し
た
受
け
入
れ

支
援
、
ま
さ
に
Y
W
C
A
の
本
領
発
揮
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

避
難
者
受
け
入
れ
は
主
に
神
戸
Y
W
C
A
が
調
整
役
を
担
当
し
ま

す
。�

（
被
災
者
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
西
本
玲
子
）

こ
こ
ろ
の
ケ
ア

　

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
関
わ
る
支
援
は
二
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

１
．
被
災
地
に
お
け
る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
、
２
．
避
難
者
受
け

入
れ
地
域
に
お
け
る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
。
ま
ず
被
災
地
で
は
、

①
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
知
識
や
理
解
を

市
民
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
実
施

し
、
修
了
者
有
志
と
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
サ
ロ
ン
開
催
や
仮
設
住
宅
訪

問
な
ど
を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
仙
台
Y
W
C
A

と
福
島
Y
W
C
A
と
相
談
し
つ
つ
進
め
ま
す
。
そ
し
て
避
難
者
受

け
入
れ
地
域
で
も
、
①
市
民
向
け
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

被
災
者
支
援
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
行
い
、
避
難
被
災
者
に
寄
り
添
い
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。

全
国
各
地
で
避
難
者
受
け
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
被

災
地
に
隣
接
す
る
新
潟
県
は
早
期
か
ら
大
規
模
で
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
新
潟
Y
W
C
A
と
協
議
し
つ
つ
、
こ
の

こ
と
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
続
い
て
、
他
の
地
域
Y
W
C
A
の
希

望
を
受
け
て
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
に
、
大

阪
Y
W
C
A
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
て
、

避
難
所
や
仮
設
住
宅
訪
問
と
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
、
支
援
者

の
ケ
ア
（
ケ
ア
す
る
人
の
ケ
ア
）
に
か
か
わ
っ
て
き
た
経
験
を
活

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
回
は
被
災
地
域
が
あ
ま

り
に
広
範
囲
な
こ
と
、
地
震
と
津
波
の
違
い
、
行
方
不
明
者
の
多

さ
、
自
殺
リ
ス
ク
の
高
さ
、
原
子
力
発
電
所
の
問
題
な
ど
、
阪
神

の
時
と
の
違
い
も
多
々
あ
り
ま
す
。
新
た
に
学
び
つ
つ
、
被
災
地

や
被
災
者
の
刻
々
と
変
化
す
る
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
報
道
な
ど
で
は
見
え
に
く
い
災
害

弱
者
の
女
性
や
子
ど
も
・
外
国
人
・
障
が
い
者
な
ど
の
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
部
門

は
主
に
大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
と
金
香
百
合
が
調
整
役
を
と
っ
て
い
き
ま

す
。�

（
被
災
者
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
金
香
百
合
）

福
島
県
新
地
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
支
援

　

震
災
か
ら
１
カ
月
を
過
ぎ
た
頃
、
関
係
者
に
宮
城
県
と
福
島
県

の
県
境
に
あ
る
「
新
地
町
」
を
紹
介
さ
れ
、
外
山
真
理
（
東
京
Y
）、

成
田
康
子
（
札
幌
Y
）、
前
田
圭
子
（
広
島
／
呉
Y
）
の
３
人
の

Y
W
C
A
職
員
が
こ
の
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。
新
地
町
は
、
人
口

約
8
4
0
0
人
の
太
平
洋
沿
岸
の
町
で
、
被
災
世
帯
数
は
5
0
0

世
帯（
約
1
5
0
0
人
）で
人
口
の
約
18
％
で
す
。災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
岩
手
・
宮
城
に
集
中
し
、
福
島
は
支
援
の
手
が
足
り
な
い
と

の
情
報
で
し
た
。

　

４
月
21
日
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
」
の
支
援
を
受
け
、
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
全
国
の

社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
に
協
力
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
活
動
が

始
ま
っ
た
時
期
に
新
地
町
を
訪
問
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

Y
W
C
A
も
協
力
し
な
い
か
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
話
を
持
ち
帰
り
、
慎
重
な
協
議
を
重
ね
、
福
島
Y
W
C
A
が

精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
と
な
り
、
全
国
の
Y
W
C
A
に
呼
び
か
け
て
、

新
地
町
の
人
々
に
寄
り
添
う
活
動
を
し
よ
う
と
決
定
し
た
次
第
で

す
。
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
被
災
さ
れ
た
新
地
町
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う

形
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
刻
々
と
変
化
し
ま
す
。

今
後
は
、
仮
設
住
宅
で
生
活
さ
れ
る
方
々
と
在
宅
被
災
者
の
心
と

生
活
の
支
援
が
中
心
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
新

地
町
の
教
育
委
員
会
と
協
働
し
、
テ
レ
ビ
電
話
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
の
話
し
相
手
に
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
Y
W
C
A
が

担
当
し
ま
す
。

　

新
地
町
と
Y
W
C
A
と
の
出
会
い
は
、
選
ん
だ
の
は
で
は
な

く
、備
え
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
全
国
の
Y
W
C
A
が
協
働
し
、

新
地
町
の
人
々
に
寄
り
添
い
、
小
規
模
で
も
誠
実
で
息
の
長
い
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
被
災
者
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
前
田
圭
子
）

＊
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
は
、
企
業
・

N
P
O
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
共
同
募
金
会
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
組
織
で
、
2
0
0
4
年
の
新
潟
中
越
地
震
の
後
、
2
0
0
5

年
1
月
よ
り
中
央
共
同
募
金
会
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
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募
金

田
中
美
智
子　

平
井
佐
津
紀　

遠
藤
恵
美
子

鶴
長
美
樹
子　

岸
田
善
三
郎　

岩
城
紀
代
子

小
野
小
夜
子　

石
黒
ア
キ
コ　

杉
村
み
ど
り

榎
本
富
美
子　

有
賀
三
奈
子　

田
村
三
保
子

藤
下
美
知
子　

中
山
美
津
江　

玉
木
け
い
子

有
田
楠
峯
子　

森
川
恵
美
子　

徳
光
美
奈
子

清
水
嶋　

孝　

渡
辺
寿
美
子　

小
野
寺
一
清

小
野
寺
富
子　

須
藤
喜
代
子　

横
山
キ
ミ
イ

布
村
美
弥
子　

田
坂
紗
久
子　

望
月
桂
一
郎

具
島
美
佐
子　

市
川
真
美
恵　

原　

芙
左
惠

坪
田
未
沙
子　

上
村
兪
已
子　

今
井
多
美
子

松
村
ユ
カ
リ　

谷
山
久
美
子　

鈴
木
千
鶴
子

佐
古
口
道
子　

石
井
摩
耶
子　

杉
田
佐
紀
子

村
上
美
津
子　

木
田
み
な
子　

野
々
村　

耀

吉
行
あ
ぐ
り　

吉
村
恵
理
子　

中
村
美
南
子

長
尾
真
理
子　

日
比
野
路
子　

原　

美
根
子

原
田
由
美
子　

田
口
理
架
子　

仁
科
謙
太
郎

三
﨑
た
づ
子　

大
金
恵
美
子　

酒
井
喜
代
子

泉
谷
五
十
鈴　

中
瀬
古
芳
江　

中
山
美
知
子

仁
木
三
智
子　

三
宅
あ
や
め　

富
岡
美
知
子

大
里
喜
美
子　

山
田
久
美
子　

富
田
美
樹
子

佐
々
木
秀
子　

田
村
恵
美
子　

岸
本
香
代
子

帆
足
嘉
代
子　

笠
嶋
多
希
子　

阿
部
喜
久
子

田
村
早
千
枝　

黒
田
と
め
子　

小
林
喜
美
子

伊
藤
真
智
子　

大
澤
恵
美
子　

岡
野
美
和
子

大
西
し
げ
子　

井
澤
須
美
子　

小
谷
野
淳
子

宇
都
宮
芳
子　

伊
藤
い
く
代　

梶
原
恵
理
子

木
下
由
美
子　

大
田
八
千
代　

高
橋
キ
ヨ
子

阿
部
ま
り
子　

吉
川
真
知
子　

山
口
ふ
じ
子

朽
木
美
奈
子　

永
井
千
代
子　

江
尻
美
穂
子

喜
多
村
幸
一　

石
田
英
理
香　

石
崎
喜
美
子

福
井
由
紀
子　

三
井
婦
久
子　

後
藤
恵
美
子

貝
塚
由
美
子　

横
内
か
つ
よ　

原　

さ
ゆ
り

伊
藤
威
知
郎　

佐
竹
芙
美
子　

出　

か
ず
子

籏　

眞
紀
子　

嶋
崎
紀
代
子　

柏
川
ユ
キ
子

宮
城
崇
美
子　

相
沢
加
寿
子　

高
岩
由
美
子

甲
田
真
理
子　

藤
沢
貴
代
子　

山
二
起
世
子

土
田
み
ど
り　

中
西
ト
ク
子　

岡
田
富
美
子

山
高
万
寿
子　

澤
村
由
紀
子　

由
良
喜
久
子

谷　

佐
代
子　

武
内
冨
貴
代　

江
川
み
ゆ
き

広
瀬
佐
栄
子　

大
賀
久
美
子　

五
十
嵐
康
子

伊
藤
ア
ヤ
子　

高
月
三
世
子　

堀
内
香
代
子

堀
口
千
恵
子　

石
橋
さ
な
え　

大
神
亜
紀
子

柴
田
千
恵
子　

伊
藤
富
美
子　

中
平
多
恵
子

木
岡
小
枝
子　

辻
村
喜
久
子　

中
田
百
合
子

高
野
和
佳
子　

木
村
真
理
子　

森
際
眞
知
子

新
井
英
麗
奈　

齋
藤
佐
智
子　

竹
田
と
し
子

平
木
貴
美
子　

山
地
和
家
子　

村
上
美
恵
子

長
谷
川
豊
子　

横
田
千
代
子　

椚　

三
津
保

金
子
寿
一　

松
村　

誠　

今
給
黎
と
し
子

田
中
亜
樹
ア
ン
ヘ
リ
カ　

小
薗
井
恭
仁
子

薬
袋
洋
子　

吉
田
亜
希　

遠
藤
瑚
奈

増
尾
悠
大　

大
沢
民
子　

肥
田
信
長

辻
井
夏
子　

青
木
直
人　

小
室
京
子

岸
田
晃
子　

佐
藤
清
子　

原
田
倫
代

板
垣
貴
子　

田
中
亜
子　

常
葉
俊
子

市
毛
晴
佳　

浅
原
由
美　

甲
斐
悦
江

俣
野
尚
子　

谷
山
幸
子　

秋
澤
義
弘

石
垣
弘
毅　

門
田
節
子　

梅
本
弘
子

益
田
明
美　

大
野
綾
子　

寺
島
昭
二

寺
島
順
子　

松
本
彰
雄　

青
木
浩
子

小
仁
恵
子　

河
津
百
合　

塩
尻
和
子

冨
山
静
枝　

首
藤
和
子　

諏
訪
昭
子

日
暮
時
子　

江
_
啓
子　

真
野
あ
や

三
井
貞
子　

江
尻
礼
子　

土
屋
幸
子

安
江
恵
津　

村
上
知
子　

石
川
松
子

深
田
光
代　

町
田
裕
子　

水
野
潔
子

北
村
和
子　

帆
足
道
子　

大
川
孝
子

日
浦
華
子　

望
月
和
子　

東
平
瑞
江

上
原
睦
子　

新
宮
武
子　

田
口
美
穂

石
井
寛
治　

桐
村
亘
子　

寺
山
朝
子

高
橋
栄
子　

小
貫
ツ
マ　

内
山
伸
子　

田
崎
桂
子　

鴨
打
美
葦　

松
生
由
利　

汐
崎
康
子　

遠
藤
真
理　

阿
部
光
子　

松
岡
信
子　

村
上　

伸　

村
上
雅
子　

前
川
契
子　

川
村
悦
子　

藤
野
尚
子　

高
橋
孝
子　

川
西　

薫　

依
田
良
子　

渡
辺
順
子　

山
田
愛
子　

村
松
幸
子　

牧
野
正
博　

田
中
淑
子　

毛
利
亮
子　

手
島
弘
美　

谷
口
道
子　

鎌
原
弘
毅　

鎌
原
恵
子　

石
川
和
子　

宮
澤
玲
子　

早
田
紀
子　

落
合
洋
子　

小
川
郁
子　

稲
田
恵
子　

西
田
和
子　

侘
美
貞
子　

野
口
富
子　

松
下
倶
子　

仁
科
弥
生　

伊
藤
早
苗　

牛
島
栄
子　

小
西
靜
子　

宮
原
栄
子　

折
戸
和
子　

旦　

節
子

金
治
淑
子　

鈴
木
み
き　

渡
辺
文
子

高
柳
博
一　

小
泉
陽
子　

大
谷　

翠

高
木
弘
子　

手
島
千
景　

新
田
和
子

湯
口　

恵　

板
橋
幸
子　

伊
藤
眞
代

白
石
悦
子　

八
木
高
子　

中
尾
千
佳

池
上
幸
子　

小
川
和
子　

植
松
能
子

大
石
玲
子　

調　

幸
子　

秋
枝
蕭
子

高
橋
登
美　

鈴
木
伶
子　

中
島　

睦

小
林
多
美　

宮
内
貞
子　

遠
藤
洋
子

長　

清
子　

乾　

康
子　

比
企
敦
子

服
部
友
子　

彦
坂
直
美　

和
田
妙
子

横
井
弘
子　

田
中
倍
子　

本
多
峰
子

田
中
蘭
子　

布
村
耐
子　

小
谷
充
子

設
楽
順
子　

井
出　

都　

遠
谷
周
子

本
橋
育
子　

服
部　

素　

田
沼
祥
子

小
島
直
美　

高
橋　

信　

山
本
鉄
子

丸
田
昭
江　

渡
辺　

峯　

三
宅
泰
子

秋
野
満
子　

俵　

恭
子　

篠
崎
恭
久

島
津
良
子　

森　

晶
子　

小
松
郁
美

三
宅
文
子　

秋
澤　

愛　

本
田
恭
子

伊
藤
悦
子　

川
野　

翠　

富
田
朝
子

久
家
貞
子　

岡　

玲
子　

野
村
春
江

松
本
啓
子　

手
栗
彰
子　

葛
目
苑
子

実
生
律
子　

金
剛
静
慧　

笠
井
純
子

白
井
陽
子　

吉
田
道
子　

坂
和　

優

前
田
侑
子　

岡
田
康
子　

村
松
通
子

木
村
嘉
子　

片
岡
和
子　

山
下
美
代

橋
本
暢
子　

斎
藤
康
代　

杉
原
壽
子

藤
井
初
子　

小
林
瑛
子　

梶
山
好
美

宮
本
久
子　

池
田
尚
子　

高
橋
敬
子

瀬
下
恵
子　

古
川
道
子　

山
根
滋
子

今
井
美
令　

浦
田
伸
子　

井
澤
智
子

河
野
富
子　

内
藤
安
美　

小
倉
光
枝

三
田
睦
子　

芳
川
雅
美　

黒
木
順
子

片
山　

惠　

今
堀
愛
子　

石
渡
能
子

太
記
玲
子　

鶴
崎
祥
子　

坂
本
政
子

鈴
木
敏
子　

松
川
ゆ
か　

岩
崎
妙
子

山
根
尚
子　

杉
山
知
子　

大
熊
昭
子

髙
橋
富
子　

神
津
房
子　

北　

彩
乃

森　

洋
子　

島
田
麗
子　

松
本
京
子

熊
谷
麻
子　

田
原
照
子　

福
井
周
平

野
戸
敬
子　

桐
山　

澤　

古
山
幸
子

一
杉
静
子　

中
尾
廣
美　

髙
木
弘
子

三
浦
篤
子　

林　

洋
子　

江
副
富
子

土
橋
克
子　

小
村
明
子　

須
部
道
子

菅
田
洋
子　

宮
崎
京
子　

増
井
啓
子

成
田　

茂　

佐
藤　

環　

狩
野　

廣

古
西
正
子　

小
松
陽
子　

雀
部
真
理

勝
又
秀
子　

斉
藤
純
子　

柏
木
朱
実

落
合
洋
子　

石
原
清
美　

郡　

恭
子

山
田
渼
子　

小
沼
泰
子　

永
井
千
鶴

石
藤
治
子　

藤
田
純
子　

秋
元
靖
子

幸
福
花
江　

福
本
綾
子　

西
尾　

操

野
田
澄
子　

川
西　

薫　

新
倉
久
乃

山
口
恒
東　

阿
部
幸
子　

小
泉
迪
子

田
中
英
夫　

寺
嶋
公
子　

中
谷
国
子

皆
川
悦
子　

平
山
芳
子　

津
戸
昌
夫

山
田
裕
子　

梶
山
順
子　

和
田
万
博

楠
本
道
子　

松
田
和
子　

飯
田
恵
子

安
里　

章　

井
田
す
み　

三
枝
京
子

松
井
倫
子　

柿
崎
典
子　

高
島
春
代

岡
本
靖
子　

田
村
セ
ツ　

高
田
玲
子

加
藤
朝
子　

甲
子
雅
代　

甲
子
敏
江

北
原
恵
美　

沖
村
典
子　

砂
子　

礼

植
田
遠
志　

河
村
双
葉　

臼
田
治
子

飯
塚
培
夫　

高
嶋
悠
光　

湯
前
知
子

鬼
形
恵
子　

西
村
栄
子　

林　

信
子

神
谷
候
子　

手
島
基
行　

根
本
博
子

ソ
ガ
ヒ
ロ
ミ　

ニ
シ
ア
ヤ
コ　

シ
マ
シ
ヅ
コ

フ
ジ
カ
ワ
ジ
ュ
ン
コ　

ム
ラ
ヤ
マ
ノ
リ
ア
キ

パ
ク
パ
ク
ナ
テ
イ
ン　

ウ
チ
ヤ
マ
ヨ
シ
コ

コ
レ
ツ
ネ
ケ
イ
コ　

オ
オ
ク
ボ
ア
ズ
マ

ハ
ナ
モ
リ
シ
ズ
コ　

イ
シ
カ
ワ
テ
ル
コ

ヤ
マ
モ
ト
マ
チ
コ　

ア
ン
ド
ウ
ノ
リ
コ

マ
ツ
バ
ラ
ク
ニ
コ　

ミ
ネ
ギ
シ
エ
イ
コ

カ
シ
ワ
ギ
タ
エ
コ　

ワ
カ
バ
ヤ
シ
リ
エ

カ
ミ
ヤ
マ
タ
エ
コ　

ユ
ア
サ
ト
モ
ア
キ

オ
オ
ハ
シ
ア
キ
コ　

カ
ト
ウ
ヒ
サ
ト
ミ

ヒ
サ
ム
ネ
ユ
リ
コ　

セ
キ
ヤ
ス
ジ
ロ
ウ

カ
ワ
タ
ニ
メ
グ
ミ　

ハ
シ
ヅ
メ
ヨ
ウ
コ

ウ
チ
ヤ
マ
ヨ
シ
コ　

ア
リ
ミ
ツ
ヒ
ロ
シ

マ
ツ
モ
ト
チ
エ　

タ
ナ
カ
ハ
ル
コ

ス
ギ
ノ
タ
カ
コ　

ハ
ツ
ノ
ハ
ル
コ

マ
ツ
ダ
カ
ズ
コ　

タ
カ
サ
ワ
ア
キ

ソ
ヤ
マ
サ
ヒ
ロ　

コ
テ
ラ
ケ
イ
コ

ナ
カ
ハ
シ
マ
リ　

シ
バ
タ
サ
チ
コ

カ
ワ
ダ
コ
ウ
ジ　

カ
ミ
ヤ
リ
エ
コ

イ
ケ
ダ
ヨ
シ
エ　

シ
モ
ム
ラ
ユ
キ

オ
カ
ノ
ユ
ウ
コ　

イ
ワ
ハ
シ
ユ
リ

ヨ
シ
ダ
ト
オ
ル　

タ
カ
ノ
ト
モ
ヨ

コ
ウ
ノ
ヒ
デ
キ　

ム
ラ
ヤ
マ
ワ
キ

エ
グ
チ
ア
ツ
コ　

ア
オ
キ
モ
ト
コ

カ
メ
ヤ
フ
リ
オ　

ニ
シ
ダ
ミ
サ
コ

ナ
カ
ム
ラ
ヨ
シ
コ　

エ
ド
ナ
ア
ヤ

コ
バ
ヤ
シ
セ
イ
コ　

サ
ク
マ
ア
イ

リ
サ
・
ホ
ラ
ン　

Ｊ
ｏ
ａ
ｎ　

Ｄ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ

Ｊ
O
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ　

Ｚ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｚ

松
山
東
雲
中
学
・
高
等
学
校
生
徒
・
教
職
員

黎
明
幼
稚
園
教
諭
有
志　

女
子
学
院
同
窓
会

梅
花
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
生
徒
・
教
職
員
有
志

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ま
き
ば
幼
稚
園
ぶ
ど
う
組

大
阪
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

プ
ー
ル
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

Ｎ
Ｐ
Ｏ
レ
イ
ト
ク
ヒ
介
助
派
遣
サ
ー
ビ
ス

㈲
信
和
ハ
ウ
ス
谷
池
教
子　

㈱
ア
ド
ワ
ン

有
限
会
社
ル
ミ
ナ
ス　

地
球
小
屋　

椿
屋

近
畿
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー

あ
か
し
読
書
会　

む
さ
し
野
読
書
会

こ
ひ
つ
じ
グ
ル
ー
プ
大
橋
ヨ
シ

カ
ト
リ
ッ
ク
大
阪
大
司
教
区

旧
カ
フ
ェ
大
沢
グ
ル
ー
プ

夕
べ
の
祈
り
グ
ル
ー
プ

中
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

成
都
（
中
国
）
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

タ
イ
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

釧
路
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

湘
南
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

平
塚
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

新
潟
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

京
都
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

熊
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

長
崎
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

松
山
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

沖
縄
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

呉
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

Y’s C
afé

募
金
箱   

札
幌
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
街
頭
募
金

大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
千
里
い
こ
い
の
集
い
参
加
者

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
お
弁
当
と
お
菓
子
作
り
の
会

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
武
蔵
野
セ
ン
タ
ー

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
新
聞
を
読
む
会

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
千
葉
ル
ー
ム

大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
千
里
合
唱
団

新
潟
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
・
平
和
活
動
を
し
て
い
る
仲
間

た
ち
＆
新
潟
市
民

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
武
蔵
野
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
「
コ
ー
ル
ブ
ー
ケ
」　

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ワ

オ
有
志

中
国
帰
国
者
の
た
め
の
大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
堺
健
老

ク
ラ
ブ

大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
シ
ャ
ロ
ン
千
里
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

ヴ
ラ
ダ
ン
・
コ
チ
・
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
有
志

献
品

韓
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

江
崎
グ
リ
コ
株
式
会
社

（
２
０
１
１
年
４
月
30
日
現
在　

敬
称
略
）

合
計　

5
7
1
件　

１
２
，7
2
6
，6
5
1
円

＊	

５
月
以
降
も
台
湾
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
を
は
じ
め

国
内
外
よ
り
支
援
募
金
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

東北地方太平洋沖地震被災者支援募金への
ご協力に心より感謝申し上げます

東北地方太平洋沖地震被災者支援募金－すべての女性・子どもの安全と安心のために－
振込先　＜郵便振替の場合＞口座番号 ００１７０-７-２３７２３　加入者名  財団法人日本 YWCA　　＊通信欄に「地震支援募金」とご記入ください。

　　 ＜銀行振込の場合＞三菱東京 UFJ 銀行 市ヶ谷支店（店番 014）普通預金　口座番号 １２８２５９７、口座名義  財団法人日本ＹＷＣＡ
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